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1.はじめ!と

第7回衛生工学シンポジウム
1999.11 北海道大学学術交流会館

高麗湿原の地下水の比較研究
中村信哉(北海道大学水環境保全工学分野)

米袋英朗(前津工業株式会社)

斎藤寛朗(北海道庁)

橋治問(北海道大学水環境保全工学分野)

i湿原i立、貴重な生態系を維持しているほか、洪水の調節機能、水質浄化機能があり、

水循環に対しても大きな役割を担っている。また独特の景観や特異な植生は学術的!こも

文化的にも重要な存者Eである。

だが、近年まで湿原は不毛の大地であるという考えが強く、日本各地で農地への開発

が急速に進んだ。人の出入りの増加に伴い、観光地化、道路の整備、河川改修、放水路

の建設が進む一方で、それまで育んできた自然生態系は消失していった。そのため北海

道最大の酉積を誇っていた石狩JlI泥炭地はこの 100年で99.8%が消失しており、

北海道金体でおよそ70%の湿原が消滅したともいわれる。現在も湿原の麗積、数はと

もに減少している 1) 。

このような背景を受けて最近では湿原を保全しようという動きが目立ってきている。

ラムサーん条約では全世界で800ヵ所、自本でも 1980年に釧路湿原、 1993年

には霧多布湿原などの 10ヵ所の湿地が登録されその保全と適正和用が義務付けられ

ている。また1955年に霧多布湿原が北海道指定の自然公菌に指定され、サ口ベツ}湿

原が1974年に国立公闘となるなど、全国各地のi湿原が天然記念物や自然公慰として

保全の取り組みを受けるまでiこなった。国または地方公共団体!こよる保全運動とともに

市民レぺんでの自然保護団体による活動も活発化してきでおり、湿原に対する人々の考

え方が少しずつ変化しつつあるようである。

湿原はこれまで農地化などにより人々に多大な恩恵を与えてきた。しかしこれからは

数少なくなった貴重な湿原を残さなければならない。ありのままの自然環境を保全し、

維持することは将来!こ対するわれわれの責務である。泥炭の堆積速度は1年間で約1m 

mといわれているように遡療の成長は非常に遅く、外部からの影響をそのまま蓄積する

ため、湿原は繊細で弱い自然である。これまでに様々な研究がなされてきたが、混搬を

保全するまでの手段が見つかっていなし1。まずは湿原が現在どのような状態にあるのか

を把握しなければならない。我々は湿原域における地下水、湖沼水、河川水、泥炭につ

いて研党を進めており、水質の違いや無機化の進行状況などを徐々に解明してきた。本

研究の目的は高層湿原を対象に、人為的な影響がほとんどないと思われる山岳湿原と、

開発の進んだ平地の温原を比較、検討することによって湿原域の水質!こ対する人為的影

響を評価しようというものである。
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2.謂費水域(図 1) 

【サロベツ混原】サロベツ漉原は北浦道の北西部の豊富町と幌延町にまたがる東西5

"'-'8km、南北27km、商積約23，OOOhaの広大な規模を誇る湿原であり、連

続した湿原としては日本最大のものである。そのうちし 700halこミズゴケなどが

群生する高層湿原が発達している。研究対象地域はサロベツ原生花国内の環境庁実験区

で面積は約48haである。調査地点は東から語へ高屠湿原特有の植生であるミズゴケ

が優先する地点 (E地点)とササの侵入が見られる地点 (WW地点)、湿地溝について

採水、採泥を行った。

【雨竜沼湿原} 雨竜沼湿原は道央北部の雨竜町に位置し、南暑寒別だけの東頭、群

別岳と恵岱岳の狭間に広がる標高850m、東西4km、南北2km、面積約450h

aの湿原で、鹿内では日光の尾瀬ヶ原湿原に次ぐ規模の山岳高庸湿原である。豪雪地帯で

あり、泥炭層は非常に固くしまっており、山岳湿原特有の池塘が大小100個以上点在

している 2)。往復3時間穏度の登山をしなくては見ることができず、また登山シーズン

が限定されているために開発の手が伸びず、自然のままの状態を維持してきた混原とい

えるが、近年ではアウトドアブームなどで訪れる人の数が急増し、湿原iこも変化が出始

めているようである。池塘、河川、観灘用!こ設置したプラットホーム!こおいて地下水を

採水した。

北海道

関1サンプリング地点

者上:サロベツ湿原
原生花国環境庁実験区

右下:雨竜沼湿原木道周辺
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3a翻脊期間

サ口へ川シ温原は1993年3月から 1998年11月まで計29回、 雨竜沼海原に

ついては1997年9月から 1998年9月までの計3聞の調査を行った。調査結果は

表1に示した。

4.結果と考禦

( 1 )サロベツ湿原、隅竜沼湿原の地下水水質概況(表1、霞2) 

湿原の表農水および地下水のpHは、ミズゴケの生理的作用による水崇イオンの放
出や、植物遺体の分解過穏で生成した腐食離やフミン習をの影響で、サロベツ漉服、南

電沼湿原ともに低く酸性である。主要無機イオンについては、陽イオンと塩化物イオ

ン (C1一)Iこ地点問、深さの違い!こおける謹はあまり見られなし1。ナトリウムイオ

ン (Na +)と塩化物イオン (C1 -)の濃度が大きいのはサ口ベツ湿原が日本海沿い

に位置し、海からの影響を受けるためであろう。また電気伝導度はサロベツ湿原で約

80......100 μS/cmと一般の地下水よりも低い。 ww地点で若干高い催を示すの
は外部から土砂の混入があるj盟地溝!こ近いためであると考えられる。雨竜沼湿原では

平均24.4μS/cmと非常に小さく、偶水の龍気伝導度!こ近い。ケイ酸濃度はサ

ロベツ湿京、雨竜沼湿原ともに低濃度であることから、高麗j毘原域!こは砂や粘土から

なる土壌が少ないといえる。

塁塁素、リンの栄養塩類はE地点からww地点方向!こ、また深謄方階に濃度が増加し
ている。形態は高層湿原域で大部分が有機態であるのに対し、 ww地点では無機態の
占める割合が大きい 3)(図3)。ササの生育している地点ではこと壌が乾燥化し、潟炭の

分解が進んでいる。また全有機炭素 (τOC)は、サロベツ湿原で平均29. 5mg 

ハと、高濃度で含まれる。フミン酸との相関があり、省機物の大部分が植物由来の

腐食物であることがわかる。雨竜沼湿原の金有機炭崇はサロベツ湿原の巨地点とほぼ

開じ値である。
場所 サロベツE地点(ミズゴケ区) サロベツww地点(ササ区) 雨水 長沼 鵡電沼湿原
i翠!さ 。0.5 1.5 2 。0.5 1.5 2 (il!!.塘) 。
n 28 27 27 ‘27 27 21 24 24 25 24 6 16 16 2 
pH 4.3 4.3 4.6 4.6 5.1 4.2 4.4 5.3 5.3 5.6 4.6 5.0 4.6 4.5 

2 
4.2 

EO μS/cm 88.4 84.8 75.1 69.2 79.3 95.5 96.0 100.3 104.6 111.2 19.8 88.4 6.0 21.8 23.1 
DN mg/I 0.8 0.9 0.7 0.8 1.3 1.1 1.3 4.2 5.0 5.1 0.6 0.8 0.1 0.6 0.5 
NH/-N mg/I 0.1 0.2 0.1 0.1 0.5 0.2 0.1 2.7 3.6 3.7 0.2 0.0 0.0 0.1 0.5 

NOよ叩N mg/I 0.002 0.000 0.000 0.000 0.001 0.004 0.004 0.007 0.004 0.002 0.000 0.005 0.002 0.000 0.001 
1、I03--N mg/I 0.002 0.014 0.000 0.000 0.004 0.013 0.016 0.018 0.009 0.007 0.257 0.000 0.008 0.016 0.018 
D1N mg/I 0.1 0.2 0.1 0.1 0.5 0.2 0.2 2.8 3.6 3.8 0.5 0.0 0.0 0.1 0.5 
DP mg/I 0.007 0.007 0.010 0.006 0.007 0.012 0.008 0.013 0.017 0.015 0.004 0.008 0.005 0.035 0.009 
DRP mg/I 0.003 0.002 0.002 0.002 0.003 0.005 0.002 0.009 0.005 0.010 0.002 0.001 0.001 0.034 0.001 
Na+ mg/I 8.8 7.8 7.2 6.7 7.9 9.5 9.9 9.9 8.7 9.0 1.3 9.0 1.0 2.4 3.4 
K+ mg/I 1.3 1.2 0.5 0.5 1.4 0.6 0.7 1.5 1.6 1.7 0.2 0.5 0.0 1.8 0.6 
Oa2+ mg/I 1.6 1.5 1.1 0.8 1.0 0.9 1.1 0.6 0.7 1.2 0.7 1.1 0.4 0.9 0.8 
Mg2+ mg/I 1.4 1.3 1.1 1.0 1.1 1.3 1.2 0.7 0.7 1.0 0.3 1.3 0.3 0.5 0.4 

CI mg/I 18.5 16.9 16.0 14.6 17.0 19.5 19.2 17.9 17.8 18.4 1.4 18.8 1.1 0.0 1.6 
SO/- mg/I 0.6 0.6 0.3 0.1 0.5 3.6 2.7 0.6 0.7 0.7 1.4 1.5 0.9 1.3 0.9 

4.3Bx mg/I 0.013 0.018 0.041 0.051 0.112 0.012 0.032 0.183 0.235 0.285 0.020 0.051 0.0 0.0 
Si02 mg/I 4.1 4.6 4.3 3.9 10.1 1.8 4.2 19.1 19.3 20.5 1.5 3.0 0.9 2.0 4.1 

OOD mg/I 41.2 45.9 37.1 32.8 26.0 22.5 22.7 61.6 48.6 46.6 1.1 15.1 3.1 』

す00 mg/I 31.2 32.6 25.5 21.9 20.3 20.2 21.0 50.7 43.8 40.0 0.8 10.3 3.2 19.8 30.5 

表l サロベツ湿原、雨竜沼湿原の水質
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図3 窓索、リン濃度
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( 2 )ハイパーダイヤグラムによる水質解析

サロベツ湿原、雨竜沼i湿原の水の中に含

まれる主要無機イオンによる、パイパーダ

イヤグラムを図4に示した。湿原の地下水、

表層水は、ともiこ4の領域!こ属している。

サロベツ湿原のを地点は表層から深層に

きれい立並んでいる。このことから E地点

では各暢イオンの占める割合は変わらな 0% 

いが、 j架謄ほど有機物の分解が進むため、

H C 03-の割合が増加していることがわ

かる。 WW!こついても同様である。またW

W地点の 1mより深い位置では他地点の

表層とは離れてプロットされている。ここ

では地下水位の低下と湿地溝の影響のた

め、泥炭の分解が活発で、畠然の状態の湿

牒とは異なっていることがわかる。 図4

1009-色

100% 

x 開運j~

0%  :K長m

e隠

パイパーダイヤグラム

サロベツ湿原の長jgではE地点、などとちかく、溜鎮の水によって溜養された湖沼とい

える。関電沼湿原の池塘は雨水のすぐ鱗であり、地塘の水が雨によって供給されるもの

であることがわかる。

立ι結論

これまでの研究で、サロベツ湿原のミズゴケ植生である E地点は櫨めて食栄養な、

雨水酒器の典態的な高謄湿原であり、ササ植生のww地点は有機物(泥炭)の分解、栄
養埴の無機化の進んだ外部からの影響を受けた地点である。雨竜沼湿原の水の分析にお

いてはどの成分も低濃度で、 E地点よりも隅水に近い水質であった。また流入潤川およ

び湿原内湖沼の水質も雨水に類似していることから雨竜沼湿原は人為的影響を受けて

いない極めて自然の状態に近い混原であるといえる。湿源地下水は、関水が浸透してい

く過程で泥炭から栄養塩や有機物が浸出し、独特な水環境を形成するが、農地開発や観

光地化の影響を受け、乾燥化や土壌の無機化などを引き起こす。

今田lまぼ手つかずの自然である雨竜沼湿原と人為的影響を受けたサロベツ湿原の比

較によって、サ口ベツ漣原が現在どのような状態!こあるのかを把握することができた。

また同時!こ、雨竜沼湿原において今のままの状態を維持するために保全対策の必要性を

感じた。

保全対策の内容としては基本的に地下水位を下げないようにすることであるが、サロ

ベツ湿京では道路側溝や湿地j脅から湿原地下水が流出していると考えられ、まず道路局

辺!こついて水の流出を抑えるべきであろう。また関竜沼湿原では人の踏みつけ等の影響

で池塘の縁の土砂が捕せられ水が抜けている個所がいくつか兇られた。人の出入りの制眼
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や、 i湿原をよく理解してもらい、マナーの向上を図るなど、物理的な対策よりも人その

ものに対して保全計画を展開していくことが重要であると考える。

この研究を行うにあたり、環境庁自然保護局、北海道大学農学部、北海道大学地球環

境科学研究科、豊富町(清水保寿氏)、雨竜沼湿原を愛する会をはじめ諸機関の多大な

協力を得ました。ここに記して謝意を表します。
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